















『近代文学』派らによって、提出されたことに始まる。本多秋五「小林秀雄論」 （ 『近代文学』一九四六・四） 、平野謙「昭和文学のふたつの論争」 （ 『人間』一九四七・一〇）等では 「戦後の新しい文学」の出発点かつ学ぶべき対象 して小林秀雄が語られていく。小林秀雄は戦後の出発点において、学ぶべき戦前の象徴として〈神格化〉され、 〈昭和文学史〉を構築する上で軸とされていっ 。
ところで、戦後、様々な文学賞が復活・創設されたが、小林は日















その象徴とも言える江藤淳「小林秀雄」 （ 『声』一九六〇・一～六一・一、 『文學界』一九六一・五～一二）は、大岡昇平が書評「江藤淳『小林秀雄』 」 （ 『朝日ジャーナル』 九六二・一・二八）で明かすように、「小林秀雄が共通の文化財産になりつつある今日」に、 「資料をいつまでも死蔵しておくのは」 、 「公正ではない ないか」と「自責を感じ」たことから、大岡が江藤に資料と発表の場 提供をしたものとなっている。小林秀雄に非常に近い人物による、 「文化財産」「小林秀雄」の構築への関与
⑶
と言える。小林秀雄が戦後のこの時期
に批評空間と各賞の受賞によって、 〈批評の確立者〉としての 学史的地位を確立していっ 過程については、別途検証の必要があると考える。
ここでは、自ら過去の批評活動を整理し、刊行した全集で芸術院





（一九五一年） 、ブリヂストン美術館（一九五二年） 、国立近代美術館（一九五二年） 、国立西洋美術館（一九五九年）等、公設私設ともに、 〈近代〉美術館の開館が相次ぎ、西洋美術を中心とした海外美術展の場として機能した。絵画に触れ得る機会は激増し、ある種の文化的飢餓状態が解消され
一九五〇年代はこのような状況に加え、朝鮮戦争による特需景気
やサンフランシスコ講和条約によって 海外美術作品が直接、大量にもたらされる道が開かれた。海外 熱は高まり、 「現代フランス美術展―日仏美術交換
　
サロン・ド・メ日本展」 （一九五一、高


















戦後美術の紹介 批評「現代日本美術展」 （一九五〇・七）や「アンフォルメル九五七・一一）をめぐる座談会の他、吉原治良「具体美術宣言」 （一九五六・一二）等。
③
　
建築・デザイン・工芸座談会「現代建築」 （一九五四・三） 、 「二〇世紀のデザイン」（一九五七・三）等。
④
　











言えるが、文芸出版社ならではの文学者との強い繋がり、特に、創刊当初の編集部が、 『新潮』と『小説新潮』編集部からの異動による編成であったことが大きく関係している。中でも この雑誌の実質的な 集権が名編集者斎藤十一にあったことが大きかったと言える。小林秀雄も戦前から斎藤と関わりが り
⑹
、戦後最初期、斎藤の
『新潮』編集長時代から、既に多くの批評を『新潮』に掲載し続けていた。特に、一九五〇年代にかけて小林は非言語芸術を対象 する批評に取り組んでいたこともあり 『藝術 創刊後、 『新潮』から批評発表の場を移していった。
― ―119
四
小林が『藝術新潮』に発表したのは、 「雪舟」 （一九五〇・三） 、
「ゴッホの手紙」 （一九五一・一―五二・二） 、 「近代繪畫」 （一九五六・一―五八・二） 、 「鍔」 （一九六二・六） 、 「バイロイトにて」 （一九六四 ）等の多岐に亙る題材の批評や、 「日本美術」 （一九五〇・九） 、 「芸術批評について」 （一九五二・九）等の座談会である。『藝術新潮』の誌面の特色と照らし合わせると、戦後の新資料による西洋近代美術の再評価や、日本古美術・伝統文化の再検討に分類でき 批評が中心と言える。特に一九五〇年代に長期連載した





た。 「近代繪畫」は、いわばこうした好条件の産物とも が、この批評への評価としては、小林の代表作の一つとも集大成（中村光夫）とも され、文学の分野のみならず、美術批評の分野においても大きな影響を与える一方、時代からの逃避（吉本隆明 として否定的な評価もされてきた。「近代繪畫」はのちに章立てが整理されるように、批評家ボードレールと、モネ、セザンヌ、ゴッホ、ゴーガン ルノワール、ドガ、


















息子ジャンによ 回想録は、父親の生涯全般、実際には知りようもない父親の前半生についても描写したもので、 「ルノワール神話」形成に大きく貢献をなしたものとして批判され ことも多い。しかし小林は、そのような想像上の描写からではなく、実際にジャンが接した最晩年 死 間際のルノワールの言葉について 最も語り得る家族の証言として、注意深く引用している
⑼
。この文献からの引用




























あるが、 「近代繪畫」 引用さ 箇所は
Les voix du Silence
にす
る際、話の流れを時系列的に整えるためか、前後の文脈そのままに第五節に移されている。





載されているものの、小林の引用とは異なることから、小林が原書に当たり、自ら訳したと考えてよいだろう。ただし、小林が創刊号から『藝術新潮』 批評を掲載し いるこ から考えても、 「近代繪畫」の情報源の一つとして、 『藝術新潮』掲載の他作品への目配りをしていた可能性は大きい。小松訳の「東西美術論」もこの批評を識るきっ けそのも になってい 可能性が高く、原書の 蔵書の書き込みを含め、詳細な検証の必要があると考えられ
五
「近代繪畫」は〈現在〉の画家ではなく、既に一定の評価を得て
































































　「毎日、訪問客が絶えなかつた。父は、世間の出来事について、根ほり葉ほり、彼等に質問するのであつた。併し、父は、もうすつかり弱つて、痩せ細つてゐた。もし諸君が、その場に居合わせたら、訪問者達が出くはしてゐるのは、人間ではなく魂である、といふ感じを受けたであらう。だが、仕事は、しつかりつゞけられてゐた。死ぬ数日前、運転手に、アネモネの鉢を持つて来させた。色をつけながら、父はこんな事を言つた この小品が、天国の大画家達への自己紹介の名刺がはりになつて欲しいものだな」 （ 「ルノアール」 （四） ）
　《
People called on him
 all the tim
e and he questioned them
 about 
everything that w
as going on. Yet he w
as so w
eak and thin you had a 
feeling that you w
ere being confronted by little m
ore than a soul. But 
he kept right on painting. A few
 days before he died he asked the 
chauffeur to bring in a bow
l of anem
ones. As he dipped into his colors 
to paint the flow
ers he said he hoped his little picture w
ould be a 
suitable card to introduce him




を、マルローは聞いた事があるといふのです。 「君の好きな様に静物を描き給へ。美術好きは大喜びさ。風景だつて好きな様にやるさ。これも大喜びだ。ところが裸体となると、もう彼は変な気を起し兼ねない……併し彼の肖像に手をつけたら事だ。君のタッチで、彼の口元でもやつてみ給へ。 は腹 立てて飛び上る」
　　
大多数の人々が、絵の好きな人達でさへ、自分の顔を描かれてみて、
初めて、画家の魔術にかゝつた事に気が付く、何も彼も巻き上げられた事に気付くものだ、とマルローは註釈してゐます 」 （ 「セザンヌ」 （五） ）
　《
J’ai entendu un des grands peintres de ce tem
ps dire à M
odigliani: 
《
Tu fais une nature  m
orte com
m
e tu veux, l’am
ateur jubile; un 
paysage ,il jubile encore; un nu, il com
m
ence à faire une binette en 
coin; sa fem
m
e... ça dépend des fois; m
ais si tu te m
ets à faire son 
portrait, si t’as le m
alheur de toucher à sa gueule, alors, là, m
on 
vieux, tu le vois bondir! 》 C’est seulem






i ceux qui aim
ent la peinture, 
prennent conscience de l’opération m
agique qui les dépossède au 














































11 特集：ロ トーレック―ロ トーレックのポスター、放蕩の貴族ロ トーレック（式場
隆三郎）
12 特集：ルオー―ルオーのこと（福島慶子）、ルオーの版画（久保貞次郎）























































































































































































































































11 特集：ロ トーレック―ロ トーレックのポスター、放蕩の貴族ロ トーレック（式場
隆三郎）
12 特集：ルオー―ルオーのこと（福島慶子）、ルオーの版画（久保貞次郎）
































































































































































































12 日本藝術院会員となる。 ４ 特集：日本現代建築ベスト・テン―ルポルタージュ・それが代表的日本建築家
（流政之）
５ 連載：神々の変貌　世界芸術の創造（アンドレ・マルロオ）（～ 62・８）
11 埋められた日本彫刻師の空白〈円空上人の彫刻〉（榎本健規）、円空賛（谷川
徹三）
５『日本文学全集』全 72 巻刊
行開始。
４ 皇太子ご成婚
６ 国立西洋美術館開館
９ 伊勢湾台風
※「岩戸景気」
主要参考文献：『藝術新潮』、『小林秀雄全集』（新潮社、2001－2002）、『新潮社一〇〇年』（新潮社、2005・11）、市古貞次ほか編『日本文化総合年表』（岩波書店、1990・３）
